
 

基本方針  １ 
＝基本方針 １を設定 した意図＝ 

「 命 」， こ れ は ， 私 た ち が 何 よ り も 尊 重 し な け れ ば な ら な い も の で あ る 。 平 成

２ ３ 年 ３ 月 １ １ 日 に は 東 日 本 大 震 災 が 発 生 し ， 改 め て 「 命 」 の 尊 さ を 学 ぶ 機 会 と

な っ た 。 震 災 を 通 し て 学 ん だ 教 訓 は ， 決 し て 風 化 さ せ て は な ら な い 。 命 の 重 さ 大

切 さ を 一 人 一 人 の 市 民 が 胸 に 刻 み ， 命 を 大 切 に す る 調 布 市 に し て い か な く て は な

ら な い 。 ま た ， 本 市 に お い て は 平 成 ２ ４ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日 に ， 食 物 ア レ ル ギ ー の あ

る 児 童 が 給 食 終 了 後 亡 く な る と い う ， あ っ て は な ら な い 事 故 が 発 生 し た 。 市 民 の

命 を 守 る と い う 視 点 か ら ， 市 を あ げ て 再 発 防 止 に 全 力 で 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

い じ め や 虐 待 は ，「 人 の 尊 厳 」 を 踏 み に じ る 行 為 で あ り ， 大 き な 人 権 問 題 で も

あ る 。 そ こ で ， 調 布 市 は ， 平 成 １ ７ 年 に 「 調 布 市 子 ど も 条 例 」 を 制 定 し ， 平 成 １

９ 年 に は 「 い じ め や 虐 待 の な い ま ち 」 宣 言 を 出 し た 。  

平 成 ２ ３ 年 度 に 発 生 し た ， 調 布 市 立 小 ・ 中 学 校 に お け る い じ め の 件 数 は ， 小 学

校 ２ １ 件（ 平 成 ２ ２ 年 度 ３ ９ 件 ），中 学 校 ５ ０ 件（ 平 成 ２ ２ 年 度 ２ ０ 件 ）で ，い じ

め の 総 数 は ， 増 加 傾 向 に あ る 。 こ の 総 数 は ， 学 校 と し て 把 握 し た 数 で あ り ， 背 後

に は 見 え な い い じ め が 数 多 く 潜 ん で い る と 考 え な く て は な ら な い 。学 校 は ，「 い じ

め は ど の 学 校 で も 起 こ り う る 」 と い う 認 識 に 立 ち ， 日 ご ろ か ら い じ め の 未 然 防 止

に 努 め る と と も に ， 教 育 委 員 会 ， 家 庭 ， 地 域 ， 関 係 機 関 と 連 携 し ， い じ め の 早 期

発 見 ・ 早 期 対 応 の 徹 底 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。  

し か し ， い じ め を 看 過 し て し ま っ た り ， 教 員 が 子 ど も の 人 権 を 損 な う よ う な 指

導 が 行 わ れ て い た り す る な ど の 現 状 も あ り ， 教 員 の 人 権 感 覚 の 一 層 の 向 上 が 求 め

ら れ て お り ， 人 権 教 育 の 充 実 の た め の 研 修 や ， 組 織 的 に 課 題 を 解 決 し て い く た め

の 研 修 の 充 実 が 必 要 で あ る 。 ま た ， 平 成 ２ ４ 年 度 は ， 保 護 者 ， 地 域 等 か ら い じ め

に 関 す る 対 応 の 強 化 を 図 る こ と へ の 要 請 が 高 ま る 中 ， ８ 月 に は 教 職 員 向 け に 『 調

布 市 い じ め 撲 滅 の 手 引 き 』 を ， １ １ 月 に は 児 童 ・ 生 徒 ， 保 護 者 向 け に 『 調 布 市 い

じ め 撲 滅 啓 発 リ ー フ レ ッ ト 』 を 発 行 し ， 市 全 体 で の 取 組 を 進 め て き て い る 。 今 後

も ， い じ め ら れ て い る 子 ど も た ち か ら の サ イ ン を 受 け 止 め ， そ れ に 対 応 で き る 信

頼 関 係 づ く り や ， 子 ど も た ち が い じ め の 傍 観 者 に な ら な い よ う な 人 権 意 識 の 向 上

に 努 め て い く 必 要 が あ る 。  

 ま た ， 調 布 市 に お い て も 児 童 虐 待 は 依 然 と し て 起 き て い る 。 そ の 背 景 に は ， 保

護 者 の 養 育 力 の 低 下 や 家 庭 環 境 の 悪 化 等 に 起 因 す る も の ， 家 庭 が 地 域 の 中 で 孤 立

し ， ど こ に も 相 談 で き な い な ど の 様 子 が う か が え る 。 教 育 委 員 会 で は ， 青 尐 年 問

題 協 議 会 や 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 に お い て 虐 待 に つ い て 情 報 を 共 有 す る と と

も に ， 定 期 的 に 多 摩 児 童 相 談 所 や 子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー と 連 絡 会 を 開 催 し ， 子

ど も た ち の 現 状 把 握 に 努 め て い る 。し か し ，児 童 虐 待 は 発 見 が 難 し い 側 面 も あ る 。

そ の た め ， 子 ど も た ち が サ イ ン を 出 せ る 信 頼 関 係 づ く り に 努 め ， 子 ど も の 異 変 を

見 抜 く 大 人 の 目 を 養 い ， 多 く の 大 人 の 目 で 子 ど も た ち を 見 守 る ネ ッ ト ワ ー ク づ く

り を 行 っ て い く 必 要 が あ る 。  

 こ の よ う な 中 で ， 子 ど も た ち の 生 命 を い つ く し ん で い く た め に は ， 学 校 教 育 だ

け で な く ， 社 会 教 育 と の 連 携 に よ り ， 家 庭 の 教 育 力 の 向 上 を 図 っ て い か な け れ ば

【  生命をいつくしみ，人の尊厳を重んじる心を育てる  】  

 ２ ２ 万 人 余 の 市 民 が 共 に 生 き る 調 布 市 に あ っ て ，す べ て の 市 民 が ，命 の 重

さ を 深 く 自 覚 し ，人 権 尊 重 の 理 念 を 正 し く 理 解 す る と と も に ，互 い を 思 い や

る 心 や ， 規 範 意 識 を 高 め て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 そ の た め に ，一 人 一 人 の 尊 厳 を 大 切 に す る 人 権 教 育 や 心 の 教 育 ，そ し て 子

育 て に か か わ る 教 育 な ど を 充 実 し ，い じ め・偏 見・差 別・虐 待 を し な い ，さ

せ な い 人 間 を 育 成 す る 教 育 を 推 進 す る 。  
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な ら な い 。  

 こ う し た 背 景 の 下 ， 基 本 方 針 １ で は ， 生 命 を い つ く し み ， 人 の 尊 厳 を 重 ん じ る

心 を 育 て る ， を 柱 と し ， 施 策 に つ な げ て い く こ と と し た 。  
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 主 要 事業  １   人 権 教 育推進委員会の取組 と人権教育全体計画や年間指導計画の

作成 とそれに基づく指導の推進  

《事 業のねらい》 

人 権 教 育 推進 委員会 において，調 布 市 の人 権 課題 に基づいた授 業 研究 の公開 や啓

発資料の作成等を通して，教職員の人権意識を高め，児童 ・生徒への指導に生かす。また，

人 権教育全体計画や年間指導計画に基づいた指導 を推進することでねらいを明確化 し，

効果的な人権意識の啓発 ・高揚 を図 る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                   （事 業主管課 ：指導室 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 主 要事業  ２   問 題行動調査や「心の状態調査 」の実施 と分析 ・検討  

《事 業のねらい》     

問 題 行 動 調 査 （国 ）や小 学 校 ５・６年 生 と中 学 生 を対 象 とした「心 の状 態 調 査 」 （調 布

市 ）を実施 し，その結果分析 を行 うことにより，いじめの実態 を把握 し，課 題の焦点化 を図 り，

問題の未然防止や被害 ，加害者への効果的な取組を進める。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                   （事 業主管課 ：指導室 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 

 

 

 

施策１ 命の大切さと規範意識を醸成し，子どもの人権を守る取組  

 命 を 軽 ん じ る 傾 向 の あ る 社 会 風 潮 の 中 で ， 子 ど も を 犠 牲 者 に し な い た め

に ， 人 権 問 題 に 関 す る 教 育 を ， 家 庭 や 学 校 に お い て も 展 開 す る 。  

学 校 に お い て は 人 権 教 育 全 体 計 画 に 則 っ た 人 権 教 育 を 推 進 す る こ と に よ

り ，児 童・生 徒 が 人 権 の 大 切 さ に つ い て 理 解 を 深 め ，人 権 感 覚 を 養 う 。ま た ，

い じ め や 虐 待 に 関 す る 相 談 体 制 を 整 え ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を 配 置 す る と

と も に ，子 ど も の 心 の 状 態 を 把 握 す る 調 査 を 実 施 し ，そ の 結 果 を 分 析 す る こ

と に よ り ， 具 体 的 な 人 権 課 題 や い じ め 問 題 へ の 効 果 的 な 対 応 を 行 う 。  
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 主 要事業  ３   教 育相談所の相談の充実  

《事 業のねらい》  

児 童 ・生徒 を取 り巻 く様々な問題について，カウンセリングや家庭訪問を通 じてより適切な

相談 を行 う。そのため，研修等で相談員のスキルアップを図 り，心 理相談 ，ソーシャルワーカ

ー相談 ，電話相談 ，就学相談 を充実 させる。また，悩 みや不 安 を抱 える子 どもや保 護 者 に教

育相談 所 を利 用 していただけるよう，広 報活 動 の充実 を図 る。  

【５年間の取組予定 】 ◎拡充事業                （事 業主管課 ：教育相談所 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 けて拡 充 し実 施  

  用 語 解 説  

 ※ソーシャルワーカー 

社 会 福 祉 援 助 技 術 を 用 い て ，社 会 的 に 支 援 を 必 要 と す る 人 と そ の 環 境 に 働 き か

け る 専 門 家 の こ と で あ る 。教 育 に お け る ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー は ，困 難 を か か え て

い る 子 ど も や 保 護 者 の 環 境 に 注 目 し ，福 祉 的 な 手 立 て な ど を 探 り ，調 整 等 を 行 っ

て い る 。  

 

 

 

 主 要事業  ４   スクールカウンセラーの活用の推進 （スクールカウンセリングの実施 ） 

《事 業のねらい》  

小 ・中 学校に配置 しているスクールカウンセラー等の相談体制 を充実 させ，学校における

いじめや不登校 ，虐待等 の防止や早期発見に努 めるとともに，児 童 ・生 徒 への対応 ・心 の

ケアを含めた相談 を行 う。また，教 職員 ・保 護者に対する助言等 を行 い，学 校内の教育相

談体制の充実を図 る。 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】  ■ 推 進 プ ロ グ ラ ム 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業          

（事 業主管課 ：教育相談所 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年

度  

平 成 ２ ５ 年

度  

平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                  次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  
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 主 要事業  ５   情 報モラル教育の推進  

《事 業のねらい》  

教 員 を対 象に情報モラル研 修 を実 施 し，情 報 社会における正 しい判 断や望 ましい態度

を育 てる情報モラル教育 を推進 し，携 帯電話やインターネットを使 ったいじめ等の人権問題

に対する意識啓発 を図 る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                   （事 業主管課 ：指導室 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 主 要事業  ６   要 保護児童対策地域協議会 との連携  

《事 業のねらい》  

児 童虐待防止のため，調布市では要保護児童対策地域協議会 （子 どもを守 る地域ネッ

トワーク）を設 置 している。教 育 委員会 もその構成員 として，協 議 会 を構 成する関 係機関 と

連携 ・協力 し，要保護児童等に対する支援を図 る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業            （事 業主管課 ：指導室 ，教育相談所） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

  用 語 解 説  

※要保護児童 対策地域協議会    

子 どもを守 る地 域 ネットワーク。地 域 の関 係 機 関 等 を 連 携 し て ， 児 童 （ １ ８ 歳 ま で ）

を 虐 待 な ど か ら 適 切 に 保 護 及 び 支 援 を し ，児 童 虐 待 防 止 を 図 る こ と を 目 的 に 設 置

さ れ た 組 織 。調 布 市 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 は ，児 童 福 祉 法 の 規 定 に よ り 平 成

１ ９ 年 ２ 月 に 設 置 。 担 当 主 管 課 は 子 ど も 生 活 部 子 育 て 支 援 課 。  
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 主 要事業  ７   子 育て支援のための家庭教育事業の実施 （多様な公民館事業の推進 ） 

《事 業のねらい》    

家 庭 での教育の欠如を起因 とした，子 どもの問題行動 や子 どもへの虐待 などは，家庭で

どのように子 どもを教育したらよいか分 からずにいる親が多いことも要因の一つである。特に核

家族や若 い世代 の保護者 に対 して，学 びの場 や情報 を提供することで，子 育 て家族 の支

援を行 う。（施策 １８に掲載 ） 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】 ◎ 拡 充 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業                  

（事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 

実 施 ・点 検 評 価  

 

 

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付 け

た基 本 計 画 事 業 】       

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

 

 

 

 主 要事業  ８   家 庭教育セミナーの実施  

《事 業のねらい》  

家 庭 教育に関する知識や意識の向上 を図 るため，市内公立小中学校 ＰＴＡが企画 ，実

施する家庭教育セミナーに対 して，助言や助成などの支援をする。（施策 １８に掲載 ） 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

施策２ 大人が子どもの人権を守り，子どもを大切にする意識を啓発する 

取組  

家 庭 環 境 に 起 因 し て ， 子 ど も た ち の 気 に な る 言 動 や 子 ど も に 対 す る 暴 力 ，

育 児 放 棄 な ど の 虐 待 や 不 登 校 に つ な が る 事 例 が 増 加 し て い る 中 ，市 民 一 人 一

人 が 人 権 問 題 に 向 き 合 う 社 会 を 築 く こ と が で き る よ う ，保 護 者・市 民 へ の 人

権 意 識 の 啓 発 を 図 る 。  
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 主 要事業  9   宿 泊 を伴 う自然体験学習の検討  

《事 業のねらい》  

新 学 習 指導要領 では，豊 かな体 験 を通 して規 律 ある生 活 や社会性 を身 に付 けるなど，

道 徳 性 の育成 を図 る自 然 体験活動 の必要性 を掲 げていることから，４年 生 での自然体験

学習について検討会を設置 して検討する。 

【５年間の取組予定 】 ★新規事業→○継続事業                   

 （事 業主管課 ：指導室 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 検 討        モデル事 業 の実 施          検 討          

 

 主 要事業  10   小 学校移動教室 と夏季施設の実施  

《事 業のねらい》  

現 在 ，小 学校 ５年 生 を対 象に八 ケ岳尐年自然の家 を利用 して，ハイキングや現地農場

での体験 ，工場見学等の移動教室 を実施 している。また，小学校 ６年生では夏季施設 とし

て臨 海 学園 を実施 している。校 外 での体験学習 のなかで自然 に親 しみ，豊 かな心 をはぐく

むとともに集団行動を通 して，協調性や規律性を養 う。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業             （事 業主管課 ：指導室 ，学務課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 主 要事業  11   中 学校移動教室の実施  

《事 業のねらい》  

中 学校 1 年生 または 2 年生 を対象にスキー教室等を実施 し，自然に親 しみ，豊かな心 を

はぐくむとともに集団行動を通 して，協調性や規律性を養 う。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                   （事 業主管課 ：指導室 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 けて見 直 し実 施  

木島平山荘の廃止に伴い検討・実施  

 

 

施策３ 子どもの豊かな心を育む取組  

道 徳 教 育 や 体 験 活 動 の 充 実 を 図 る こ と に よ り ，自 分 も 他 の 人 も 大 切 に し よ

う と す る 気 持 ち や 相 手 を 思 い や る 気 持 ち ，自 然 の 美 し さ や 伝 統 文 化・芸 術 の

す ば ら し さ に 感 動 す る 豊 か な 心 を 育 む 取 組 を 推 進 す る 。ま た ，コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン や 対 人 関 係 で 課 題 を 抱 え る 子 ど も に 対 し て ，身 近 に 相 談 相 手 を つ く る

こ と で ， 他 と の 関 係 を つ く り ， 自 分 や 他 の 人 を 大 切 に す る 気 持 ち を 育 て る 。 

施策３ 子どもの豊かな心を育む取組  

道 徳 教 育 や 体 験 活 動 の 充 実 を 図 る こ と に よ り ，自 分 も 他 の 人 も 大 切 に し よ

う と す る 気 持 ち や 相 手 を 思 い や る 気 持 ち ，自 然 の 美 し さ や 伝 統 文 化・芸 術 の

す ば ら し さ に 感 動 す る 豊 か な 心 を 育 む 取 組 を 推 進 す る 。ま た ，コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン や 対 人 関 係 で 課 題 を 抱 え る 子 ど も に 対 し て ，身 近 に 相 談 相 手 を つ く る

こ と で ， 他 と の 関 係 を つ く り ， 自 分 や 他 の 人 を 大 切 に す る 気 持 ち を 育 て る 。 
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 主 要事業  12   道 徳教育への取組  

《事 業のねらい》  

道 徳 教 育全体計画 と年間指導計画に基づき，道徳授業の充実 を図 るとともに，全 校 で

の道徳授業地区公開講座 を開催することで，保 護者 ・地域へも道徳教育の重要性 を広め，

道徳性にかかわる意識の啓発を図る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                   （事 業主管課 ：指導室 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 主 要事業  13   連 合音楽会の充実  

《事 業のねらい》  

調 布 市立小 ・中 学校 の教職員で構成する調布市立小 ・中 学校教育研究会が主催 し，

音楽学習の成果 を発表 している連合音楽会について，市内の私立小 ・中学校に参加を呼

びかけ，「音楽のまち・調布 」の推進 を図る。 

【５年間の取組予定 】 ◎拡充事業                   （事 業主管課 ：指導室 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  検 討         点 検 評 価 を受 けて拡 充 し実 施  

 

 

 主 要事業  14   スクールカウンセラー事業の充実 （スクールカウンセリングの実施 ） 

《事 業のねらい》  

小 ・中 学校に配置 しているスクールカウンセラー等が，友人関係などの身近な悩みの相談

に応 じることによって，悩 みの解消につなげる。同 時に，児童 ・生 徒 が自分や他の人の大切

さに気づき，思いやりの気持ちや対人関係の力 をはぐくむ手助けを行 う。 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】  ■ 推 進 プ ロ グ ラ ム 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業          

（事 業主管課 ：教育相談所 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 づ

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  
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  用 語 解 説  

※子 ども家庭支 援センター  

東 京 都 の事 業 で，都 内 自 治 体 に設 置 されている子 育 てについての総 合 的 支 援 施 設 。

具 体 的 な事 業 内 容 は，総 合 相 談 ，広 場 事 業 ，ショートステイなどの預 かり事 業 ，交 流 事 業 ，

産 前 産 後 支 援 ヘルパー事 業 ，講 座 事 業 などがあり，調 布 市 子 ども家 庭 支 援 センターすこ

やかは平 成 １３年 度 に開設 。虐 待等 については調 布市 の受付 窓 口 となっている。担 当 主管

課は子 ども生 活部 子育 て支援課 。  

 

 

 

 

 主 要事業  15   来 所相談 ・ソーシャルワーカー相談体制の充実  

《事 業のねらい》  

いじめや虐待 等 の人権 問 題 に係 る相 談 は早 急 に対応 を要するケースが多 いため，その

相 談体制 を整 えるとともに，相 談 員やソーシャルワーカーが，速 やかに関係機関 と連 携 して

対応できる体制づくりを進める。 

【５年間の取組予定 】 ◎拡充事業                （事 業主管課 ：教育相談所 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 けて拡 充 し実 施  

 

 

 

 主 要事業  16   学 校緊急支援体制の検討   

《事 業のねらい》  

学 校 で災害 ・生 命 にかかわる事故 ・事 件 等が発生 した場合のような緊急 時において，学

校 のスクールカウンセラーや教 育相談所 相談 員 が関係機関 と連 携 し，教 職 員 と一 緒 に児

童 ・生徒の心のケアに対応できるような支援体制づくりを進める。  

【５年間の取組予定 】 ★新規事業→○継続事業  

         （事 業主管課 ：教育相談所 ，指導室 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 検 討 ・準 備    実 施  

施策４ 緊急時における心のケアなど，関係機関との連携にかかわる取組  

 虐 待 な ど の 子 ど も へ の 被 害 を 未 然 に 防 ぎ ， あ る い は 深 刻 な 事 態 に 至 る 前

に ， 子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー ， 児 童 相 談 所 等 の 関 係 機 関 と 連 絡 ・ 連 携 を し ，

対 応 す る 。ま た ，災 害 等 の 緊 急 時 に お け る 子 ど も や 保 護 者 へ の 心 の ケ ア の 対

応 と し て ， ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や 市 内 相 談 機 関 の 臨 床 心 理 士 等 が か か わ

り ， 教 職 員 と と も に 対 応 で き る 支 援 体 制 を つ く る 。  
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